
ガラ紡績の水車と工場ガラ紡績の水車と工場
愛 知 県 岡 崎 市 の 東 部 、 乙 川 、

お と が わ

男 川 の 清 流 は ゲ ン ジ ボ タ ル 里
お と が わ

と し て 知 ら れ て る 。 こ の 清 流 を

利 用 し て 、 か つ て は ガ ラ 紡 績 用

の 水 車 が ま わ っ て い た 。

岡 崎 市 桜 井 寺 町 の 故 鈴 木 賢

治 さ ん 宅 に 保 存 さ れ て い る 水

車 は 、 県 内 で は 最 大 の ガ ラ 紡 績

用 水 車 で あ る 。 愛 知 の 産 業 遺 跡

・ 遺 物 調 査 保 存 研 究 会 （ 中 部 産

業 遺 産 研 究 会 の 前 身 ） の 調 査 に

よ れ ば 、 直 径 ６ ． ４ メ ー ト ル 、 幅

１ ． ０ ３ メ ー ト ル の 木 製 在 来 型 水

車 で あ る 。 水 車 の 材 料 は 、 長 持

ち す る よ う に 、 輪 板 に 松 の 赤

身 、 そ の 他 は す べ て 檜 の 天 然
ひのき

木 の 赤 身 の み を 使 用 し 、 桜 井 寺

町 桜 形 の 水 車 大 工 に つ く ら せ た も の と い う 。 こ の 水 車 は 男 川 の 支 流 、 下 衣 文 川 の 水 を 引 き 入
し も そ ぶ み

れ て 、 回 し 、 出 力 は 約 ２ ０ 馬 力 あ る と 言 わ れ て い る 。 こ の 水 車 で ガ ラ 紡 績 機 ８ 台 と 撚 糸 機 、 合
ね ん し ご う

糸 機 な ど の 機 械 を 運 転 、 昭 和 50年 頃 ま で 使 わ れ た 。
し

乙 川 上 流 、 岡 崎 市 須 渕 町 に あ る 石 田 善 久 ガ ラ 紡 績 工 場 は 、 岡 崎 市 内 で は 現 存 す る 唯 一 の ガ
す ぶ ち

ラ 紡 績 工 場 で あ る 。 こ の 工 場 に も 昔 は 水 車 が あ っ た と 言 わ れ る が 、 現 在 は 電 動 機 で 機 械 を 動

か し て い る 。

石田善久ガラ紡績工場（岡崎市須渕町） 左は撚糸機、右はガラ紡績機

岡崎市桜井寺町のガラ紡績工場の水車
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